
 

 

        

平成２４年度 

第４回（仮称）碩田中学校区適正配置地域協議会 

 
                            日時：平成２４年１２月２０日（木） 

１８：３０ ～ ２０：３０ 

                   場所：大分文化会館 第２小ホール 

 

 

                 

             － 会 議 次 第 － 

   

  Ⅰ 開会のことば 

 

  Ⅱ 会長あいさつ 

 

  Ⅲ 議事 

 

    １ （仮称）碩田中学校区適正配置地域協議会規約（案）について 

 

       ２ 地域住民の懸念に対する取組について 

 

    ３ 今後の協議について 

 

４ その他 

     

  Ⅳ 閉会のことば 
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議事 

１ （仮称）碩田中学校区適正配置地域協議会規約（案）について 

（１）修正規約（案）について 
 
 
 
 

２ 地域住民の懸念に対する取組について 

（１）防災に関する講演会について 
    ９/２５（火） 大分大学工学部 小林 祐司 准教授    参加者：６７名 
 
 
 
 
（２）小中一貫教育に関する講演会について 
   １０/３（水） 大分大学教育福祉科学部 伊藤 安浩 教授  参加者：７２名 
 
 
 
 

３ 今後の協議について 

（１）資料提示について 
 
 
 
 
（２）協議事項について 

○小中一貫教育について       ○新設校の位置について   
○校舎の機能について        ○児童生徒の通学環境について 

   ○地震、津波対策等の防災に必要な機能について 
○地域コミュニティの形成について  ○実施時期について    など 

 
 
 
 

４ その他  

（１） 今後の日程について 
○第５回地域協議会の開催 

２/５（火） １８：３０～２０：３０ 大分文化会館 第２小ホール  
 

○第６回地域協議会の開催について 
３/４（月） １８：３０～２０：３０ 大分文化会館 第２小ホール  

 
（２） その他 
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（仮称）碩田中学校区適正配置地域協議会規約（案） 
 
（目的及び構成） 
第１条 大分市立小中学校適正配置基本計画の中で、荷揚町小学校、中島小学校及び住吉小学校

の３校を統合し、新設校を建設することとしている碩田中学校区について、地域としての合意

形成を図るため、地域住民の代表者や保護者、学校関係者などにより（仮称）碩田中学校区適

正配置地域協議会（以下「協議会」という。）を構成する。 
 
（所掌事項） 
第２条 協議会は、次に掲げる事項を協議し、協議会としての意見を取りまとめ、大分市教育委

員会（以下「教育委員会」という）に付託する。 
（１） 碩田中学校区における適正配置の目指すべき方向性と具体的方策に関すること。 
（２） 協議会活動の周知及び広報に関すること。 
（３） その他協議会の活動に必要な事項 
 
（組織） 
第３条 協議会は、荷揚町小学校、中島小学校及び住吉小学校の各校区代表者１０人以内、碩田

中学校のＰＴＡ関係者１人の委員並びに、荷揚町小学校、中島小学校、住吉小学校及び碩田中

学校の校長、教育委員会事務局職員３人以内の専門（アドバイザー）委員（以下「専門委員」

という）をもって構成する。 
２ 専門委員は、会長又は委員の求めに応じ、又は主体的に、専門的立場からの説明を行い、意

見を述べ、必要な助言をすることができる。 
３ 委員及び専門委員の任期は、発足の日から第５条６項に定める報告を終了する日までの間と

する。 
 
（会長及び副会長） 
第４条 協議会に会長１人及び副会長２人を置き、委員の互選により選出する。 
２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 
３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理

する。 
 
（会議） 
第５条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長がその議長となる。 
２ 協議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 
３ 委員が会議に出席できない場合、会長は当該委員の申し出により代理の者の出席を認めるこ

とができる。 
４ 会長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴

くことができる。 
５ 会長は、会議における協議の内容について、委員及び専門委員の合意を得た事項を確認する

ものとする。 
６ 教育委員会は、第２条の規定する付託事項について、碩田中学校区適正配置に係る個別の実

施計画への反映状況を、会長又は協議会に適宜報告するものとする。 
７ 会議は、公開とする。 
８ 会議の傍聴に関して必要な事項は、別に定める。 
 
（庶務） 
第６条 協議会の庶務は、教育委員会事務局教育部教育企画課において処理する。 
 
（委任） 
第７条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項は、会長が協議会に諮って定

める。 
 
附 則 

（施行期日） 
 この規約は、平成２４年１２月  日から施行する。 



地域協議会だより（第2号）より抜粋

　

防災・小中一貫教育に関する講演会を開催しました

１　防災に関する講演会

　地域協議会では、学校の適正配置に関連して、地域の皆さんの関心が高い「防災」と「小中一貫
教育」について、専門的な見地から大学の先生をお迎えし、２つの講演会を開催しました。
　９月２５日に開催した「防災に関する講演会」では、大分大学工学部の小林祐司准教授を講師とし
て、「災害に対して“しなやか”であるための防災教育とコミュニティ」をテーマにお話しいただき、ま
た、１０月３日の「小中一貫教育に関する講演会」では、大分大学教育福祉科学部の伊藤安浩教授
を講師として、「小中一貫教育の意義と期待される効果」をテーマにお話しいただきました。
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　講演会では、（仮称）碩田中学校区適正配置地域協議会の委員をはじめ、地域の防災を担う自治
委員や地域関係者、学校関係者、各小中学校の保護者等６７名の方のご参加をいただきました。
　講師の小林准教授は、都市計画、都市解析、建築計画等、幅広い分野で活躍をされ、また、被害
を未然に防ぐ防災や被害を軽減する減災といった観点からの研究も進めています。東日本大震災
を受け、文部科学省が指定して、佐伯市立鶴見中学校で開催された防災キャンプでは実行委員長
を務められています。
　講演会では、家庭･学校･地域における防災教育の必要性、危険な場所等の必要な情報を集団、
社会で共有するリスクコミュニケーションの重要性、そして、これらを正しい知識で理解すれば、「生
きる力」が育まれるとの話がありました。
　他にも過去の災害の状況、今後の被害想定、前述の防災キャンプなど、実践的な事例もまじえて
熱心に講演され、参加者は真剣に耳を傾けていました。以下は、主な質疑応答を記載しています。
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。

　防災に関する講演会の開催に当たり、あい
　さつをする吉田会長

　講演を行う小林　祐司　准教授
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地域協議会だより（第2号）より抜粋

　　

小中一貫教育公開研究
発表会のお知らせ

（仮称）碩田中学校区適正配置地域協議会だより「第２号」
　
　発　 行：平成２４年１１月
　発行者：（仮称）碩田中学校区適正配置地域協議会
　事務局：大分市教育委員会教育企画課
　連絡先：（住所）　大分市荷揚町２－３１
　　 　　　　（TEL)　　097-537-5903（直通）

　　　　　　 (E-mail） kyoikukikaku@city.oita.oita.jp

第３回地域協議会は１１月２０日（火）開催
　第３回の協議会は、１１月２０日の火曜日、午後
６時３０分から、大分文化会館第２小ホールで開
催します。
　第３回では、第２回でいただいた意見等を踏ま
え、協議会の規約に関する合意に向けて、協議
を進めていく予定です。

２　小中一貫教育に関する講演会

　講演会では、（仮称）碩田中学校区適正配置地域協議会の委員をはじめ、各小中学校の保護者
や学校関係者、自治委員、地域関係者等７２名の方のご参加をいただきました。
　講師の伊藤教授は、教育の方法論に関する研究を進めておられ、平成１８年度に設置した「大分
市小中一貫教育推進協議会」の委員長を務め、大分市で初めてとなる併設型の小中一貫教育モデ
ル校賀来小中学校の開設に向け指導をいただきました。
　講演会では、小中一貫教育の背景として、小１プロブレム、中１ギャップの解消がきっかけとなり、
これまでの校種（小学校、中学校等）ごとの独自性の追求という考え方から、異なる校種間のなめら
かな接続、連続性、一貫性という考え方に変わってきているという話や、小中一貫教育の期待され
る効果として、具体的な例をあげながら、人間形成の側面、また学力形成の側面での効果との話が
ありました。そして最後に、小中一貫教育の意義として、小学校の文化・中学校の文化から、校種間
の連携を強める、一貫性を高めることが今の教育の大きな流れの中にあって、一過性の流行では
なく、これからは小中一貫が教育問題を考える際の常識的なベースになるとの話がありました。
　そして、講演の後は、碩田中学校の伊藤校長先生より、連携型小中一貫教育モデル校である碩
田中学校区の取組についてお話をしていただきました。以下は、主な質疑応答を記載しています。
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大
人
の
努
め
で
あ
る
。 　講演を行う伊藤　安浩　教授

○碩田中学校区　１１月１３日（火）
　（連携型小中一貫教育モデル校）
　会場：中島小学校
　受付は13:00～13:30です。

○賀来小中学校　１１月１４日（水）
　（併設型小中一貫教育校）
　会場：賀来小中学校
　受付は13:00～13:20です。
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